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石油換算百万トン石油換算百万トン

世界の一次エネルギー消費の地域別予想世界の一次エネルギー消費の地域別予想

 中国・インドを中心とするアジアのエネルギー需要の増加中国・インドを中心とするアジアのエネルギー需要の増加

年平均伸び率年平均伸び率

’’8080--’’0505 ’’0505--’’3030

世界世界 1.9%1.9% 1.9%1.9%

アジアアジア 4.5%4.5% 2.9%2.9%

北米北米 1.1%1.1% 1.0%1.0%

世界

2005年
103億トン

↓
2030年
165億トン
（1.6倍増）

アジア

2005年
32億トン

↓
2030年
65億トン
（2.0倍増）
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資料より資料より

1980 1990

先進国先進国
330330億億tonton

途上国途上国
740740億億tonton

東欧東欧

 
＋旧ソ連＋旧ソ連

COCO22対策を講じない場合対策を講じない場合
世界全体の排出量世界全体の排出量

先進国先進国

途上国途上国

東欧＋旧ソ連東欧＋旧ソ連

550ppmに安定化

480ppmに安定化

年

2050年の排出量
が現在の半減

11701170億億tonton

出典）IPCC予測ﾃﾞｰﾀを引用して作成

2004年の
CO2排出量；246億トン
大気中濃度；
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主要発電設備の需要動向変化主要発電設備の需要動向変化

•• GTGT及び及びGTCCGTCCは、は、50GW50GW//年程度で堅調に増加すると予想。年程度で堅調に増加すると予想。

•• 従来型火力は、従来型火力は、CO2CO2排出問題で暫時減少、長期的には原子力がこれにとって代わる。排出問題で暫時減少、長期的には原子力がこれにとって代わる。

•• 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰでは、風車、太陽光が急激に伸張すると予想。再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰでは、風車、太陽光が急激に伸張すると予想。
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その他その他原子力原子力

太陽光太陽光
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従来型火力従来型火力

GT+GTCCGT+GTCC
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実績実績 予想予想
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ｴﾈﾙｷﾞｰの効率的利用とｴﾈﾙｷﾞｰの効率的利用とCOCO22削減に向けた取組み削減に向けた取組み

将来見通し（現状放置）将来見通し（現状放置）

・省エネルギーの促進・省エネルギーの促進
・化石燃料利用の削減・化石燃料利用の削減

・石炭のクリーン利用・石炭のクリーン利用
・石炭による石油代替・石炭による石油代替

・・COCO

 
22

 

の回収と貯留の回収と貯留

現在 2020 2030 2040 2050

「「20502050年に年にCOCO

 
22

 

排出排出量を半減」量を半減」
するための年間するための年間COCO

 
22

 

排出量排出量

・原子力と再生可能エネルギーの・原子力と再生可能エネルギーの
利用増加利用増加

・ｶｰﾎﾞﾝﾌﾘｰ電力の・ｶｰﾎﾞﾝﾌﾘｰ電力の
利用拡大利用拡大

全世界の年間CO2

 

排出量
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MHIMHI原動機の製品ポートフォリオ原動機の製品ポートフォリオ
石炭焚き火力 原子力 GTCC 風車 太陽光

燃料供給の安定性 CO2排出量少 環境負荷比較的少

建設期間比較的短い

CO2排出量少

建設期間短い

CO2排出量少

建設期間短い

CO2排出量大

CCSのFeasibility

Public Acceptance

建設期間、資材高騰

安価な燃料の確保 系統への負荷

補助金の必要性

立地の制限

補助金の必要性

新規技術の参入

中印への技術提供

IGCC技術の実証

米国での受注 需要を見越した増産

中韓メーカーとの協業

1700℃級の開発

米国向け増産

洋上風車開発

薄膜技術の独自開発

量産化達成、生産拡大

MHIの強み

• 独自技術による事業展開。

 

電力需要

 
対応製品事業を専門的にManagement。

• 外的要因の変動にも事業全体で対応。

 
（リソースの最適化）

外的要因

各国の温暖化対策、燃料の高騰、建設資材の高

 
騰、電力需要（景気）、技術革新

どの製品が電力需要に対しどれだけ貢献するこ

 
とになるかはいまだ不透明。

既存技術中心 新規技術中心

事
業
の
評
価

Ｍ
Ｈ
Ｉ
の
展
開
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重点取組分野重点取組分野

2007 2010 2012

従来型火力から自然エネルギーへの転換加速で規模・収益の拡大
（主要製品の開発加速、生産能力増強）

30台生産体制確立 36～50台生産体制確立

1,600MW生産体制確立 2,600MW生産体制確立

130MW生産体制確立 更なる増産体制の検討

国内実証機

洋上風車開発

GTCC

風車

太陽電池

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ

地球温暖化対策の世界的高まりに対し､ビッグビジネスの実現

GTCC

自然エネルギー

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ

その他 技術、ｱﾗｲｱﾝｽでｼｪｱ拡大
ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽの拡大

市場急拡大への対応で

早期に収益確保

基幹事業としてのﾍﾞｰｽﾛｰﾄﾞ

 
将来の石炭ｶﾞｽ化へ対応

技術、ｱﾗｲｱﾝｽでｼｪｱ拡大

ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽの拡大

海外商用機の実現

【95】

【160】

【350】

【 】2007を100とした指数

2007 2010

商用機生産設備整備

製品構成（売上）

ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ

自然

ｴﾈﾙｷﾞｰ

IGCC

2012

1700℃級超高温ガスタービン開発

アフターサービス体制の強化

IGCC(石炭ｶﾞｽ化複合発電)

 

:  Integrated Coal Gasification Coｍbined

 

Cycle
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世界に展開世界に展開GTCCGTCC事業事業
 

平成平成1919年からの活動年からの活動

東京電力
川崎火力発電所1号系列

M701G2 2007年運開

チリ

 

SanIsidro II
M701F 2008年運開

中国

 

馬按山鋼鉄
M701D 2007年運開

米国

 

PGE
M501G 2007年運開

サウジ

 

ARAMCO
M501F 2007年運開

台湾電力

 

ダータン
M501G 2007年運開

アイルランド

 

Viridian
M701F 2007年運開

タイ

 

RPC Ratchaburi
(M701F）2008年運開

オランダNUONより受注

 

M701F GTCC３系列

米国ジョージア電力より受注

 

M501G GT6台

ハンガリーIUDより受注

 

M701D BFG焚GTCC

インドネシアPLNより受注

 

M701F GT3台

韓国西部発電/
KDHCから受注
M501G×2台
M501F×2台

オーストラリアAlintaより

 

受注

 

M701DA GT1台

中国

 

蓮源鋼鉄
M251 2007年運開

中国

 

鞍山鋼鉄
M701F 2007年運開

韓国

 

POSCO
M501D 2007年運開

ロシア

 

TGK-4より受注

 

M701F GT1台

韓国

 

KDHC
M501F 2007年運開

ニュージーランド

 

Genesis
M701F 2007年運開

エジプトWDEPCより受注

 

M701F 4台

中国

 

前湾発電所
M701F 2007年運開

中国太源鋼鉄より受注
M251×2台

•1500℃級G型を北米、欧州等先進国で連続受注

•高炉ガス焚きGTCCを中国から欧州へも展開

•ライセンス先各市場でも受注開始

•ロシア等新規市場での商談も開発

•既納機続々運転開始し、メンテナンスビジネス拡大へ

目標

 

シェア20%の達成過去3年間平均シェア

MHIMHI 
20%20%

Alstom, 11%

Siemens,
29%

GE, 46%

MHI, 8%

Others, 6%
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火力発電の熱効率向上の長期計画火力発電の熱効率向上の長期計画

発
電
端
熱
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率
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端
熱
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率
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1990 1995 2000 2005 2010 2015

USC(coal)USC(coal)USC(coal)

(ＬHV %)
75

2020年

IGCC: Integrated Gasification Combined Cycle
SOFC: Solid Oxide Fuel Cell

GTCC 
(天然ガス)

 

GTCCGTCC 
((天然ガス天然ガス))

USC: Ultra Super critical pressure Coal-fired plant

② IGCC②②

 

IGCCIGCC

②＋③
IGCC + SOFC

②＋③②＋③
IGCC + SOFCIGCC + SOFC

① 超高温ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ
(1700℃)

①①

 

超高温ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ超高温ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ
(1700(1700℃℃))

③ GTCC + SOFC 
(天然ガス)

 

③③

 

GTCC + SOFCGTCC + SOFC 
((天然ガス天然ガス))

火力発電の更なる効率向上を目指す

①
 

超高温ガスタービン
 （1700 ℃級) 

①①
 

超高温ガスタービン超高温ガスタービン
 （（1700 1700 ℃℃級級))

②
 

IGCC（石炭ガス化）②②
 

IGCCIGCC（石炭ガス化）（石炭ガス化）

③
 

GTCC + SOFC 
(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｻｲｸﾙ) 

③③
 

GTCC + SOFCGTCC + SOFC 
((ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｻｲｸﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｻｲｸﾙ))

④
 

先進サイクル

・Carbon Capture 
・原子力ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ(PBMR)

④④
 

先進先進サイクルサイクル

・・Carbon Capture Carbon Capture 
・・原子力ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ原子力ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ(PBMR)(PBMR)

PBMR: Pebble Bed Modular Reactor
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17001700℃℃級ガスタービンの開発級ガスタービンの開発((国家国家PJ)PJ)

➣➣要素技術開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ終了要素技術開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ終了(2004(2004--2008)2008)

➣➣要素技術実用化開発へ要素技術実用化開発へ(2008(2008--2011)2011)

➣➣目標熱効率目標熱効率

 
: : 6262% LHV% LHV

 
以上以上

①

 
排ガス再循環システム

(EGR: Exhaust Gas Recirculation System)

②

 
高性能冷却技術 ③

 
低熱伝導率TBC

⑤

 
高負荷高性能タービン④

 
高圧力比高性能圧縮機 ⑥

 
超高温材料

EGREGR

2005年

 

2010年

 

2015年～

1700℃級GT
開発スケジュール

要素技術開発要素技術開発
((’’0404～～’’0808))

実用化技術開発実用化技術開発
((’’0808～～’’11)11)

実証機開発設計実証機開発設計

複合発電複合発電

実証運転実証運転

・リスクの少ない・リスクの少ない15001500℃℃既存機既存機

 
で実用化を開始で実用化を開始((’’0707～～))。。

・・EGREGRによるによるCO2CO2回収型回収型

 
LNGLNG複合発電複合発電

大

 
気

混合気

1700℃級GTCCの発電比率を30%にした場合、

日本の年間日本の年間CO2CO2排出量排出量::約約3%3%減減
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石炭クリーン利用技術石炭クリーン利用技術

ガス精製設備

GT/ST
中央制御室

石炭

東京
長崎

高砂

≪≪IGCCIGCC≫≫
常磐共同火力常磐共同火力((株株))殿殿

 
勿来発電所勿来発電所IGCCIGCC実証プラント実証プラント

三菱三菱IGCCIGCCの特徴の特徴

① 空気吹きガス化

② 乾式給炭方式

③ 水冷管構造

④ 低カロリーガス焚ＧＴ

BTGと比較して、CO2排出量：約11%減BTGと比較して、CO2排出量：約11%減

CO2回収型IGCCCO2CO2回収型回収型IGCCIGCC
＜先進サイクル＞＜先進サイクル＞

ガス化炉

HRSG

➣➣ 建設開始 :  2004年8月
➣➣ 運転開始 :  2007年9月

勿来勿来勿来
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COCO22回収型回収型IGCCIGCC発電発電

ガス化炉

空気

HRSGHRSG
空気

ガス

 
タービン

煙突

ガス
精製

COCO22
変換変換

空気
分離

酸素

石炭

CO2圧縮
CO2地中隔離

蒸気タービン

COCO 22を除去を除去
((CO+H2 O→CO2 +H2 ))

➣➣石炭ガスを石炭ガスをCO2CO2ととH2H2に分離。に分離。
➣➣分離した分離したCO2CO2を回収して、地中に貯留。を回収して、地中に貯留。
➣➣CO2CO2回収後の回収後のH2H2主体のガスをガスタービンで燃焼させ発電。主体のガスをガスタービンで燃焼させ発電。

CO2貯蔵

CO2利用化学製品COCO22
回収回収

CO2回収も含めてAll 三菱でシステムインテグレーションを行い、
国内外の可能性のある場所にて実証を実施。

CO2CO2回収も含めて回収も含めてAll All 三菱でシステムインテグレーションを行い、三菱でシステムインテグレーションを行い、

国内外の可能性のある場所にて実証を実施。国内外の可能性のある場所にて実証を実施。
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30

石炭クリーン利用技術石炭クリーン利用技術

石炭

ガス圧縮機

増速機

蒸気タービン
発電機 ガスタービン高炉

コークス炉

製鐵所

≪≪BFGBFG焚き焚きGTCCGTCC≫≫

300MW プラント全景

BTGと比較して、CO2排出量：約22%減BTGと比較して、CO2排出量：約22%減
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欧州 北米 アジア その他

風車事業風車事業

当面は北米、欧州で需要の拡大継続。当面は北米、欧州で需要の拡大継続。

当社は北米市場を中心に事業拡大。当社は北米市場を中心に事業拡大。

風車需要予測風車需要予測
（ＧＷ／年）

Tehachapi California Area
Oasis          : 1000kW x 60 units (’04)
Mojave’99  ：600kW × 30 units (’99)
Morwind ：600kW × 29 units (’99)
Mogul         ：500kW × 8 units (’96)

Total 99.4MW    127 units

Tehachapi California Area
Oasis          : 1000kW x 60 units (’04)
Mojave’99  ：600kW × 30 units (’99)
Morwind ：600kW × 29 units (’99)
Mogul         ：500kW × 8 units (’96)

Total 99.4MW    127 units

MPS Los Angeles Office
(Wind Business Group)
MPS Los Angeles Office
(Wind Business Group)

Wyoming Area
Foot Creek Ⅰ： 600kW × 69 units (’99)
Foot Creek Ⅱ： 600kW × 3 units (’99)
Foot Creek Ⅳ： 600kW × 28 units (’00)
Rock RiverⅠ ：1000kW × 50 units (’01)

Total 110MW      150 units

Wyoming Area
Foot Creek Ⅰ： 600kW × 69 units (’99)
Foot Creek Ⅱ： 600kW × 3 units (’99)
Foot Creek Ⅳ： 600kW × 28 units (’00)
Rock RiverⅠ ：1000kW × 50 units (’01)

Total 110MW      150 units

MPS Headquarter
(Orlando,Florida)
MPS Headquarter
(Orlando,Florida)

Oregon Area
Condon： 600kW × 83 units (’01)
Combine: 1000kW (A) × 41 units (’01)
Klondike: 2400kW × 1 units(’08)

Total 93.2MW    125units

Oregon Area
Condon： 600kW × 83 units (’01)
Combine: 1000kW (A) × 41 units (’01)
Klondike: 2400kW × 1 units(’08)

Total 93.2MW    125units

Texas Gulf Area (New Installations ’08) 
Penescal (TPO#1):  2400kW ×42 units (’08)
Penescal (TPO #2): 2400kW ×42 units (’08)
Texas Gulf            : 2400kW ×118 units  (’08)

Total  485MW         664units

Texas Gulf Area (New Installations ’08) 
Penescal (TPO#1):  2400kW ×42 units (’08)
Penescal (TPO #2): 2400kW ×42 units (’08)
Texas Gulf            : 2400kW ×118 units  (’08)

Total  485MW         664units

New Mexico Area
Caprock:            1000kW (A) ×80 units (’04)
San Juan Mesa ：1000kW (A)×120units (’05)
Aragonne Mesa: 1000kW (A) x 90 units (’06)

Total 290MW      290 units  

New Mexico Area
Caprock:            1000kW (A) ×80 units (’04)
San Juan Mesa ：1000kW (A)×120units (’05)
Aragonne Mesa: 1000kW (A) x 90 units (’06)

Total 290MW      290 units  

Palm Springs California Area
Mountain ViewⅠ： 600kW × 74 units (’01)
Mountain ViewⅡ： 600kW × 37 units (’01)
Dillon :1000kW (A) ×45 units (2007) (’08)

Total  111.6MW          156 units

Palm Springs California Area
Mountain ViewⅠ： 600kW × 74 units (’01)
Mountain ViewⅡ： 600kW × 37 units (’01)
Dillon :1000kW (A) ×45 units (2007) (’08)

Total  111.6MW          156 units

MPS Warehouse Hub
(National Parts Inventory)  
MPS Warehouse Hub
(National Parts Inventory)  

VienTek Blade FactoryVienTek Blade Factory

Altamont Mesa California Area 
Buena Vista: 1000kW (A) x 38 units (’06)

Total 38MW   38 units

Altamont Mesa California Area 
Buena Vista: 1000kW (A) x 38 units (’06)

Total 38MW   38 units

Total: 1877.2 MW / 1821 units (by beginning of 2008)
(Excluding 250kW turbines)

Colorado Area
Cedar Creek ： 1000kW(A) × 221 units (’07)

Total  221MW      221 units  

Colorado Area
Cedar Creek ： 1000kW(A) × 221 units (’07)

Total  221MW      221 units  

Iowa Area
Century & Intrepid 1000kW(A) × 50 units (’05)

Total  50MW         50units

Iowa Area
Century & Intrepid 1000kW(A) × 50 units (’05)

Total  50MW         50units

Supply Record in USA and M&S OrganizationSupply Record in USA and M&S Organization

Texas Area
White Deer： 1000kW × 80 units (’01)
Brazos:         1000kW (A) ×160 units (’03)
Sweetwater :1000kW (A) ×135 units  (’06)
Roscoe        :1000kW (A) ×209 units (’08)
Goat Mountain:1000kW (A) ×80 units (’08)

Total  664MW         664units

Texas Area
White Deer： 1000kW × 80 units (’01)
Brazos:         1000kW (A) ×160 units (’03)
Sweetwater :1000kW (A) ×135 units  (’06)
Roscoe        :1000kW (A) ×209 units (’08)
Goat Mountain:1000kW (A) ×80 units (’08)

Total  664MW         664units

MPS Training Center and 
National Parts Inventory 
(be in the planning stage)

MPS Training Center and 
National Parts Inventory 
(be in the planning stage)

Tehachapi California Area
Oasis          : 1000kW x 60 units (’04)
Mojave’99  ：600kW × 30 units (’99)
Morwind ：600kW × 29 units (’99)
Mogul         ：500kW × 8 units (’96)

Total 99.4MW    127 units

Tehachapi California Area
Oasis          : 1000kW x 60 units (’04)
Mojave’99  ：600kW × 30 units (’99)
Morwind ：600kW × 29 units (’99)
Mogul         ：500kW × 8 units (’96)

Total 99.4MW    127 units

MPS Los Angeles Office
(Wind Business Group)
MPS Los Angeles Office
(Wind Business Group)

Wyoming Area
Foot Creek Ⅰ： 600kW × 69 units (’99)
Foot Creek Ⅱ： 600kW × 3 units (’99)
Foot Creek Ⅳ： 600kW × 28 units (’00)
Rock RiverⅠ ：1000kW × 50 units (’01)

Total 110MW      150 units

Wyoming Area
Foot Creek Ⅰ： 600kW × 69 units (’99)
Foot Creek Ⅱ： 600kW × 3 units (’99)
Foot Creek Ⅳ： 600kW × 28 units (’00)
Rock RiverⅠ ：1000kW × 50 units (’01)

Total 110MW      150 units

MPS Headquarter
(Orlando,Florida)
MPS Headquarter
(Orlando,Florida)

Oregon Area
Condon： 600kW × 83 units (’01)
Combine: 1000kW (A) × 41 units (’01)
Klondike: 2400kW × 1 units(’08)

Total 93.2MW    125units

Oregon Area
Condon： 600kW × 83 units (’01)
Combine: 1000kW (A) × 41 units (’01)
Klondike: 2400kW × 1 units(’08)

Total 93.2MW    125units

Texas Gulf Area (New Installations ’08) 
Penescal (TPO#1):  2400kW ×42 units (’08)
Penescal (TPO #2): 2400kW ×42 units (’08)
Texas Gulf            : 2400kW ×118 units  (’08)

Total  485MW         664units

Texas Gulf Area (New Installations ’08) 
Penescal (TPO#1):  2400kW ×42 units (’08)
Penescal (TPO #2): 2400kW ×42 units (’08)
Texas Gulf            : 2400kW ×118 units  (’08)

Total  485MW         664units

New Mexico Area
Caprock:            1000kW (A) ×80 units (’04)
San Juan Mesa ：1000kW (A)×120units (’05)
Aragonne Mesa: 1000kW (A) x 90 units (’06)

Total 290MW      290 units  

New Mexico Area
Caprock:            1000kW (A) ×80 units (’04)
San Juan Mesa ：1000kW (A)×120units (’05)
Aragonne Mesa: 1000kW (A) x 90 units (’06)

Total 290MW      290 units  

Palm Springs California Area
Mountain ViewⅠ： 600kW × 74 units (’01)
Mountain ViewⅡ： 600kW × 37 units (’01)
Dillon :1000kW (A) ×45 units (2007) (’08)

Total  111.6MW          156 units

Palm Springs California Area
Mountain ViewⅠ： 600kW × 74 units (’01)
Mountain ViewⅡ： 600kW × 37 units (’01)
Dillon :1000kW (A) ×45 units (2007) (’08)

Total  111.6MW          156 units

MPS Warehouse Hub
(National Parts Inventory)  
MPS Warehouse Hub
(National Parts Inventory)  

VienTek Blade FactoryVienTek Blade Factory

Altamont Mesa California Area 
Buena Vista: 1000kW (A) x 38 units (’06)

Total 38MW   38 units

Altamont Mesa California Area 
Buena Vista: 1000kW (A) x 38 units (’06)

Total 38MW   38 units

Total: 1877.2 MW / 1821 units (by beginning of 2008)
(Excluding 250kW turbines)

Colorado Area
Cedar Creek ： 1000kW(A) × 221 units (’07)

Total  221MW      221 units  

Colorado Area
Cedar Creek ： 1000kW(A) × 221 units (’07)

Total  221MW      221 units  

Iowa Area
Century & Intrepid 1000kW(A) × 50 units (’05)

Total  50MW         50units

Iowa Area
Century & Intrepid 1000kW(A) × 50 units (’05)

Total  50MW         50units

Supply Record in USA and M&S OrganizationSupply Record in USA and M&S Organization

Texas Area
White Deer： 1000kW × 80 units (’01)
Brazos:         1000kW (A) ×160 units (’03)
Sweetwater :1000kW (A) ×135 units  (’06)
Roscoe        :1000kW (A) ×209 units (’08)
Goat Mountain:1000kW (A) ×80 units (’08)

Total  664MW         664units

Texas Area
White Deer： 1000kW × 80 units (’01)
Brazos:         1000kW (A) ×160 units (’03)
Sweetwater :1000kW (A) ×135 units  (’06)
Roscoe        :1000kW (A) ×209 units (’08)
Goat Mountain:1000kW (A) ×80 units (’08)

Total  664MW         664units

MPS Training Center and 
National Parts Inventory 
(be in the planning stage)

MPS Training Center and 
National Parts Inventory 
(be in the planning stage)

北米への風車供給実績北米への風車供給実績
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主力の２主力の２..４ＭＷ機の販売好調であり、生産能力を大幅に増強。４ＭＷ機の販売好調であり、生産能力を大幅に増強。

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

2007 2010 2012

当社生産能力当社生産能力

（ＧＷ／年）

２．４２．４MWMW機の特徴機の特徴

定格出力定格出力 2.4MW2.4MW
ローター直径ローター直径 92m/95m92m/95m
ハブ高さハブ高さ 70m/80m70m/80m
出力制御出力制御 33翼独立ピッチ制御翼独立ピッチ制御

ヨー制御ヨー制御 アクティブ制御アクティブ制御

販売実績販売実績 10001000機以上受注済み機以上受注済み

92/95m

風車事業風車事業
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浮体式洋上風車の検討例（東京大学）

近海

 

［浮体式］出典：http://www.middelgrunden.dk

・

 
今後、風車は風況の良い洋上展開が進む。

 
国内でも基盤技術の開発が進められている。

・

 
三菱重工は、風車と造船部門（海洋構造物部門）の両方持つ世界中で唯一のメーカーで

 あり、総合技術力で世界最高水準の洋上風車を実現する。

欧州の実用洋上風車（着低式：他社）

洋上風車の展開洋上風車の展開



16

太陽電池事業太陽電池事業

0

2

4

6

8

10

12

2007 2010 2012

結晶系 薄膜系

（ＧＷ／年）

・市場は年30%～40%で拡大しており、

 その中で従来は結晶系電池が主流であっ

 たが、価格競争力が高く、将来の性能向

 上余地も大きい薄膜系に注目が集まる。

価格競争力の高い薄膜系に注目が集まる価格競争力の高い薄膜系に注目が集まる

太陽電池需要予測太陽電池需要予測

当社は他社に先駆け、薄膜系の太陽電池当社は他社に先駆け、薄膜系の太陽電池

 に注力しており、新型の微結晶タンデムに注力しており、新型の微結晶タンデム

 太陽電池を市場投入開始。太陽電池を市場投入開始。

微結晶タンデム太陽電池の特徴微結晶タンデム太陽電池の特徴

・大面積（・大面積（1.4m1.4m××1.1m1.1m））

・高変換効率（当社従来比・高変換効率（当社従来比30%up)30%up)

・シリコン使用量は結晶系の・シリコン使用量は結晶系の

 
約約1/1001/100
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欧州への太陽電池供給実績（欧州への太陽電池供給実績（20072007年まで）年まで）

欧州を中心に需要が拡大中欧州を中心に需要が拡大中 ＜ドイツ＞＜ドイツ＞2929,,629629kWkW
主な大規模主な大規模PVPVプラントプラント

・・WaltenhofenWaltenhofen

400kW 400kW 

(2004)(2004)

・・ButtenwiesenButtenwiesen

1,000kW 1,000kW 

(2004)(2004)

＜フランス＞＜フランス＞

8080kWkW

＜イタリア＞＜イタリア＞

440kW440kW

＜欧州合計＞

39,655kW

＜スペイン＞＜スペイン＞9,426kW9,426kW
主な大規模主な大規模PVPVプラントプラント

・・Toledo Toledo 

1,400kW 1,400kW 

(2007)(2007)
＜ギリシャ＞＜ギリシャ＞

8080kWkW

太陽電池事業太陽電池事業
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太陽電池事業太陽電池事業

販売好調であり、増産を検討中。販売好調であり、増産を検討中。

薄膜系でのシェア約１０％を目標に必要な投資をしていく。薄膜系でのシェア約１０％を目標に必要な投資をしていく。

0

2

4

6

8

10

12

2007 2010 2012

結晶系 薄膜系

（ＧＷ／年）

0

50

100

150

200

250

300

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

100MW

微結晶第2

微結晶第１

ｱﾓﾙﾌｧｽ

当社生産能力（含む計画）当社生産能力（含む計画）

20122012201201112012010020200909202008082020070720200606

300300

250250

200200

150150

100100

5050

00

生
産
量

生
産
量

M
W
/

M
W
/
年年

1010％％
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エネルギーバリューチェーンエネルギーバリューチェーン

原動機事業本部はエネルギー変換技術で重要な役割を担っており、風車、原動機事業本部はエネルギー変換技術で重要な役割を担っており、風車、
太陽光だけでなく、ＩＧＣＣやリチウム電池といった新技術についても太陽光だけでなく、ＩＧＣＣやリチウム電池といった新技術についても

早期事業化に注力している。早期事業化に注力している。

代替燃料 石炭・石油天然ｶﾞｽウラン

脱硝

 
（原動機）

脱硫

 
（機鉄）

EOR 
（機鉄）

CO2貯蔵

 
（機鉄）

地熱

 
（原動機）

燃
料

エ
ネ
ル
ギ
ー

 
変

 
換

環境対策

利
用

ﾘﾁｳﾑ電池(原動機)

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

太陽電池

 
（原動機）

原子炉
（原子力）

風車

 
（原動機）

GTCC 
（原動機）

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ

 
（原動機）

IGCC 
（原動機）

CTL・

 
GTL

（機鉄）

CO2回収

 
（機鉄）

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

電気自動車
海水淡水化

（原動機）
ﾀｰﾎﾞ冷凍機

 
（冷熱）

電 力

自動車

ﾊﾞｲｵﾏｽ

 
（機鉄）

CTL（石炭液化）：Coal to Liquid   GTL（天然ｶﾞｽ液化）：Gas to Liquid EOR（原油増進回収）：Enhanced Oil Recovery

燃料電池

 
（原動機）
燃料電池

 
（原動機）

次世代技術
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次世代技術ロードマップ次世代技術ロードマップ

項目

IGCC

海淡

リチウム電池

燃料電池

洋上風車

波力

太陽

太陽熱

次世代電池

20152008 20202010
年代 20152008 20202010
年代

プレ量産工場建設
サンプル出荷

プレ量産 事業化

商用機生産設備整備

FS

実証機製作 プレ量産

事業化

設計 製作・据付

技術開発 実証機
プレ量産製品試作
及び長期実証

開発

開発
実証設備長期実証

市場拡大
実証

 
市場開拓

実証試験

実証試験

商用機生産

事業拡大

事業化プレ量産工場建設

商用化

事業化

事業化

開発
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MPSMPS
 

33拠点によるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ体制強化拠点によるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ体制強化

MHI

Vien Tek
（JV/風車製作）

Cormetec

 

（JV/脱硝製造）

Cerrey

 

（JV/ボイラ製作）

OSC
（子会社/GTサービス拠点）

CBC

 

（子会社/ボイラ製作）

Wartsilla
（協業先/DGﾗｲｾﾝｽ）

MPSS
（子会社/GTｻｰﾋﾞｽ）

INITEC
（協業先/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

L&T
（JV/BTG製作）

インドEセンター
（子会社/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

POSSI
（JV/GTｻｰﾋﾞｽ）

MTS
（子会社/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

 

）

瀋陽ポンプ
（JV/ポンプ製造）

斗山重工
（協業先/ﾀｰﾋﾞﾝ製作）

東方タービン
（協業先/ﾀｰﾋﾞﾝ製作）

広州JV
（JV/GTｻｰﾋﾞｽ）

天菱能源
（JV/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

 

）
ATLA
（JV/GTｻｰﾋﾞｽ）

A-TEC
（協業先/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

CTCI
（協業先/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

MPSAPMPSAP

MPSAMPSA

MPSAテリトリーMPSAP テリトリーMPSE テリトリー

MPS 製作

エンジニアリング サービス

杭州タービン
（協業先/ﾀｰﾋﾞﾝ製作）

南京JV
（JV/GTｻｰﾋﾞｽ）

ハルビン
（協業先/ﾀｰﾋﾞﾝ・ﾎﾞｲﾗ製作）MPSEMPSE



22

中国・インドへの環境にやさしい発電設備技術の供与中国・インドへの環境にやさしい発電設備技術の供与

1000kw発電風車技術
寧夏発電集団

CO2排出ｾﾞﾛの発電技術

東方集団
天然ｶﾞｽ焚大型ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ技術

石炭焚火力発電設備よりもCO2排出

 

△50%低減

三菱重工東方ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝJV
天然ｶﾞｽ焚大型ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝの高温部品技術

石炭焚火力発電設備よりもCO2排出△50%低減

ﾊﾙﾋﾟﾝ集団

超臨界、超々臨界火力発電技術

従来の石炭焚火力発電設備よりも

 

CO2排出△5%低減

超臨界、超々臨界蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ技術

L&T-MHI Turbine 
Generators Private Ltd.(JV)

従来の石炭焚火力発電設備よ

 

りもCO2排出△5%低減

L&T-MHI Boilers 
Private Ltd.(JV)

超臨界、超々臨界ﾎﾞｲﾗ技術

従来の石炭焚火力発電設備よりも

 

CO2排出△5%低減

ﾊｼﾞﾗ



23


	原動機事業説明会
	世界の一次エネルギー消費の地域別予想�中国・インドを中心とするアジアのエネルギー需要の増加
	主要発電設備の需要動向変化
	ｴﾈﾙｷﾞｰの効率的利用とCO CO2削減に向けた取組み
	MHI原動機の製品ポートフォリオ
	重点取組分野
	世界に展開GTCC事業　平成19年からの活動
	火力発電の熱効率向上の長期計画
	1700℃級ガスタービンの開発(国家PJ)
	石炭クリーン利用技術
	CO2回収型IGCC発電
	石炭クリーン利用技術
	風車事業
	風車事業
	洋上風車の展開
	太陽電池事業
	太陽電池事業
	太陽電池事業
	エネルギーバリューチェーン
	次世代技術ロードマップ
	MPS　3拠点によるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ体制強化
	中国・インドへの環境にやさしい発電設備技術の供与
	最終ページ

